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家族のかかわりの一考察（５）-“へだたり”を通して思春期を考える一

中村洋子（お茶の水女大）

　目的：日常生活の中における思春期の子供の自己形成の過程を取り上げ、人と
“へだたり”を体験することに着目し、へだたる状況の中で何か起こるかを探る。

それを基に思春期の親子関係において、かかわりの変化を通じへだたり”の
意味を考究する。

　方法：思春期の子供達へのインタビュー･質問紙（Ｔ高校1･2年生）により
親子間における日常の“へただたり”がどのような構造か、類別して究明する。
まだ娘の旅立ぢの心理劇　等（1988~1995年お茶大心理劇研究会､女性と
家族をめぐる人間関係を考える会他で施行）で、関係の変化を行動を通して

とらえ分析する。結果を分析･考察するにあたっては　参加観察法･フィールドワ
ーク、文献法も組み合わせて参考にする。

　結果及び考察:人が生きている状況にはヽ｡動き、うねり、リズムがあり、そこには節目と拍子がある。“へだたり”の状況とは、親子の関係が変わる時の“間”を意味
しているととらえられる。そこには1.日常の固定化された関係を、円滑に柔軟

に変える助けとなる。 2.一つの関係から他の関係に移行する段階的な関係を
つくる。3.子が親に取り込まれず自己領域を守る事が出来る。等のはたらきの
あることが明らかになった。新しい親と子の関係(均衡しにくい力関係が存在す
る)をつくる手だてとしでへだたり”は意義あるものと考える。
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文系女子学生の事例研究からー

　【目的】子どもが将来の職業や専攻する分野を選択するにあたって、身近な人や家庭環境

が深くかかわっている。とくに、女性が少ない理工系分野の場合、両親の職業・専攻が強

く影響している。本研究では、子どもの頃の体験や両親とのどのようなかかわりが専攻分

野決定のきっかけになったのか、理工系女子学生と、一部比較のため文系女子学生の聞き

取り調査を行い、子どもの将来選択と家庭環境との関連を探っていきたい。

　【方法】首都圏の大学に在学する理系学部3～4年及び修士課程の女子学生25名と文系学部

3～4年生5名の合計30名を対象に聞き取り調査を行った。対象者は1993年に「女性と教育研

究会」が実施したアンケート調査の回答者から選出した。質問内容は現在の専攻を選んだ

理由、小・中・高校時代のテレビ視聴や読書、及び遊び、家族のことなどで、とくに、子

ども時代を中心に聞き取りを行うた。調査時期は、1994年10月～12月。

　【結果】女性が理系を選択した理由としては。①子どもの頃の親との関わりについて、親

の専攻が理系・文系にかかわらず。子どもの質問に親が論理的に対応している家庭、父親

との接触の長い女子、②親の夢を実現、③理工系職業の道具が身近にある家庭、④兎、牛

などの動物を飼ったり、家の周辺に自然が残る環境、⑤テレビは科学番組を視聴、⑥図鑑

や学研の『科学』などの科学系の読書、⑦科学博物館やプラネタリウムの見学などの体験

があげられている。以上のような環境であれば、全員が理系に進むというわけではない。

同じ姉妹でも姉や妹は文系という場合もある。とはいえ、このような環境は将来を選択す

るとき、理科系も選択肢に入ってくる、将来の選択幅を広げる環境といえよう。
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